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4.1 セットアップの概要

本サーバを正常に機能させるためには、以下に示す作業を正しく行う必要がありま
す。

■ハードウェアの設定

サーバ本体や本体に装着するオプション装置、拡張カードのスイッチやジャンパピ
ンなどの物理的な設定を実施し、確認します。このセットアップに誤りがあると、
サーバが動作しない、または正しく機能しません。本章では、サーバ本体内にある
ジャンパ設定について説明します。サーバ本体に内蔵するハードディスクドライ
ブ、ドライブユニットおよび拡張カードの設定については、「第 5章内蔵オプショ
ンの取り付け」（→ 123ページ）、および各オプション装置に添付の取扱説明書をご
覧になり、正しく設定してください。
→「→「→「→「4.2ハハハハードウェアの設定ードウェアの設定ードウェアの設定ードウェアの設定」（→」（→」（→」（→ 53ページ）参照ページ）参照ページ）参照ページ）参照

■ BIOSセットアップユーティリティ

BIOS（Basic Input Output System）は、キーボードやディスプレイなどの入出力装置
を制御する基本的なソフトウェアです。BIOSセットアップユーティリティは、
ハードウェアの設定を行う場合に使用します。本ユーティリティで設定したオプ
ションパラメータは、サーバ本体内の CMOS RAM（以下、CMOS）および NVRAM
に書き込まれます。
→「→「→「→「4.3 BIOSセットアップユーティリティを使うセットアップユーティリティを使うセットアップユーティリティを使うセットアップユーティリティを使う」（→」（→」（→」（→ 55ページ）参照ページ）参照ページ）参照ページ）参照

■ SCSI Selectユーティリティ

本サーバのオンボード SCSIと SCSI装置（内蔵 DATユニットなど）に関する各種
設定ができます。SCSI Selectユーティリティを使い、それぞれの SCSIバスに対し
て設定します。
→「→「→「→「4.4 SCSI Selectユーティリティを使うユーティリティを使うユーティリティを使うユーティリティを使う」（→」（→」（→」（→ 102ページ）参ページ）参ページ）参ページ）参照照照照
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4.2 ハードウェアの設定

ベースボード各部の名称とコンフィグレーションジャンパの設定は以下のとおりで
す。

■ベースボード各部の名称

ベースボード各部の名称は以下のとおりです。

 

Wide SCSIコネクタ2
Narrow SCSIコネクタ
IDEコネクタ
DIMMスロット
CPUスロット2
CPUスロット1
電源コネクタ�

マウスコネクタ／キーボードコネクタ
パラレルポートコネクタ／
シリアルポートコネクタ／VGAコネクタ
USBコネクタ1／USBコネクタ2
(Windows 2000 Serverの場合だけ使用可)
10/100BASE-TXコネクタ
PCIスロット
拡張機能用コネクタ
フロッピィディスクコネクタ
Wide SCSIコネクタ1

1
2

3

4
5
6
7
8 
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■コンフィグレーションジャンパ

ベースボード上のコンフィグレーションジャンパの設定について説明します。

注）JP8の使用方法については、「4.3.13 System Securityメニュー」の「■ Supervisor
Passwordおよび User Passwordのパスワードの設定方法」（→ 86ページ）を参照して
ください。

ジャンパ
番号

ジャンパの設定（ショートの設定）

JP8
（注）

1-2 BIOS起動時にパスワードによるセキュリティ機能を有効に
しない

（工場出荷設定値）

2-3 BIOS起動時にパスワードによるセキュリティ機能を有効に
する

ジャンパを設定する場合は、サーバ本体および接続されている
装置の電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントから抜い
たあとで設定してください。感電の原因となります。
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4.3 BIOSセットアップユーティリティを使う

BIOSセットアップユーティリティの概要や始め方について説明します。

4.3.1 BIOSセットアップユーティリティを使うとき

BIOSセットアップユーティリティとは、メモリやハードディスク、フロッピィ
ディスクドライブなどのハードウェア環境を設定するためのプログラムです。
BIOSセットアップユーティリティは、以下の場合に行います。

• PCIカードの設定を行う場合
（→「4.3.16 Advanced Optionsメニュー」の「● PnP/PCI Optionsメニュー」（→

96ページ）参照）

• パスワードの設定をする場合
（→「4.3.13 System Securityメニュー」（→ 84ページ）参照）

また、POST中にエラーメッセージが表示されたときの対処として、BIOSセット
アップユーティリティの設定内容を確認する必要があります。
（→「第 8章故障かな？と思ったときには」の「8.2エラーメッセージ」（→

299ページ）参照）。

ヘルプヘルプヘルプヘルプ
BIOSセットアップユーティリティで設定した内容は、サーバ本
体内部の CMOS RAM（以下、CMOS）および NVRAM に記録
されます。この CMOSは、内蔵バッテリによって情報を保持し
ています。
セットアップを正しく行っても、POST でセットアップに関す
るメッセージが表示される場合は、CMOSに設定内容が保存さ
れていないおそれがあります。原因としてバッテリが消耗して
いることが考えられますので、担当保守員までご連絡ください。
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4.3.2 BIOSセットアップユーティリティの起動と終了

BIOSセットアップユーティリティの起動方法と終了の方法は、以下のとおりです。

■ BIOSセットアップユーティリティの起動方法

BIOSセットアップユーティリティの起動方法は以下のとおりです。

1 サーバ本体の電源を入れます。

2 POSTのメモリカウント終了後、画面に [Enter Setup,Press
Ctrl_Alt_Esc key]が表示されたら、メッセージが表示されている間に、
[Ctrl]＋ [Alt]＋ [Esc]キーを押します。
メインメニュー画面が表示されます。

BIOSセットアップユーティリティを起動する前に、「RAS支援
サービス」の起動監視機能 (POST監視 )が「監視しない」に設
定されていることを確認してください（初期値は「監視しない」
です）。
「監視する」に設定したまま、BIOSセットアップユーティリティ
を起動すると、本サーバが自動的に電源切断や再起動するなど、
意図しない動作をするおそれがあります。
「RAS 支援サービス」の起動監視機能を「監視する」に設定し
て運用している場合は、BIOSセットアップユーティリティ終了
後、再度「RAS 支援サービス」で起動監視機能を「監視する」
に設定してください。
RAS 支援サービスについては、「6.8 RAS 支援サービスについ
て」（→ 255ページ）を参照してください。

System Information
Product Information
Disk Drives
Onboard Peripherals
Power Management
Boot Options
Date and Time
System Security
System Event Log

Load Default Settings
Abort Settings Change

Key Help< >Alt+H

Setup Utility

Advanced Options

Console Redirection

Mainメニューで[Alt]＋[F4]キー�
を押すと、表示されるメニューです。�
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■ BIOSセットアップユーティリティの終了方法

BIOSセットアップユーティリティの終了方法は、以下のとおりです。

1 [Main]メニューから [Esc]キーを押します。次のメッセージが表示さ
れます。

• 設定内容を変更しないで終了した場合

Do you really want to exit SETUP?

• 設定内容を変更して終了した場合

Settings have been changed.
Do you want to save CMOS settings?

2 [→ ][← ]キーで Yesか Noにカーソルを合わせて [Enter]キーを押し
ます。

• 設定内容を変更しないで終了する場合
そのまま終了するときには、「Yes」を選択します。本サーバが再起動
されます。
終了せずに BIOSセットアップユーティリティに戻るときには、「No」
を選択します。

• 設定内容を変更して終了する場合
設定内容を保存するには、「Yes」を選択します。保存しない場合は、
「No」を選択します。本サーバが再起動されます。
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4.3.3 BIOSセットアップユーティリティでのキー操作

BIOSセットアップユーティリティの設定時に使用するキーの役割は、以下のとお
りです。

[F1] ヘルプを表示します。

[Esc] 現在の操作を中止し、前の操作にもどります。

[Enter] 設定項目を選択します。「Press Enter」となって
いる項目は、サブメニューがあることを示しま
す。この項目のサブメニューを表示します。サブ
メニューが表示された状態で [Esc]キーを押す
と、メニュー画面に戻ります。

[↑↑↑↑ ] [↓↓↓↓ ] 設定する項目にカーソルを移動します。

[←←←← ] [→→→→ ] メニューを切り替えます。

[PageUp]
[PageDown]

次画面または前画面に移ります。

[Home] メニューの先頭に移動します。

[End] メニューの最後に移動します。
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4.3.4 メニューと項目一覧

BIOSセットアップユーティリティは、11個のメニューから構成されています。
ここでは、メニューと設定項目を一覧で説明します。

System Information
Product Information
Disk Drives
Onboard Peripherals
Power Management
Boot Options
Date and Time
System Security
System Event Log

Load Default Settings
Abort Settings Change

Advanced Options

Key Help< >Alt+H

Setup Utility

[Mainメニュー]

「4.3.5 Mainメニュー」参照�

「4.3.6 System Informationメニュー」参照�

「4.3.7 Product Informationメニュー」参照�

「4.3.8 Disk Drivesメニュー」参照�

「4.3.10 Power Managementメニュー」参照�

「4.3.16 Advanced Optionsメニュー」参照�

「4.3.11 Boot Optionsメニュー」参照�

「4.3.13 System Securityメニュー」参照�

「4.3.12 Date and Timeメニュー」参照�

「4.3.17 Load Default Settingsメニュー」参照�

「4.3.18 Abort Settings Changeメニュー」参照�

Product Informationメニュー�

Disk Drivesメニュー�

Load Default Settingsメニュー�

System Informationメニュー�

Boot Optionsメニュー�

Onboard Peripheralsメニュー�

「4.3.14 System Event Logメニュー」参照�

System Event Logメニュー�

Setup Utility
Advanced Options

・CPU Frequency
・Chipset Settings

各サブメニューへ

「4.3.9 Onboard Peripheralsメニュー」参照�

・PnP/PCI Options
・Memory/Cache Options

Console Redirection

「4.3.15 Console Redirectionメニュー」参照�

Console Redirectionメニュー�

Power Managementメニュー�

Date and Timeメニュー�

System Securityメニュー�

Abort Settings Changeメニュー�
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以下に、BIOSセットアップユーティリティで変更することができるメニュー項目
を一覧で説明します。これらのメニュー項目以外は、工場出荷設定値を変更しない
でください。
各項目の詳細は、次の節以降を参照してください。

メニュー名 説明

変更可能な項目名

System Information 本サーバの現在のハードウェア設定情報を表示します。

　なし －

Product Information 本サーバの製品情報を表示します。

　なし －

Disk Drives ドライブに関する設定をします。

　なし －

Onboard Peripherals ベースボード上の装置の設定を行います。

Serial Port 1 シリアルポート 1の I/Oアドレスと IRQを設定します。

Base Address シリアルポート 1の I/Oポートアドレスを設定します。

IRQ シリアルポート 1の IRQを設定します。

Serial Port 2 シリアルポート 2の I/Oアドレスと IRQを設定します。

Base Address シリアルポート 2の I/Oポートアドレスを設定します。

IRQ シリアルポート 2の IRQを設定します。

Parallel Port パラレルポートの I/Oアドレスと IRQを設定します。

Base Address パラレルポートの I/Oアドレスを設定します。

IRQ パラレルポートの IRQを設定します。

USB Host Controller USBコントローラを使用するかどうかを設定します。

Onboard SCSI オンボードの SCSIコントローラを有効にするかどうかを
設定します。

Onboard Ethernet Chip オンボードの LANを有効にするかどうかを設定します。

Power Management 省電力モードに関する設定をします。

Restart AC/Power Failure 復元時の本サーバの電源状態を設定します。

Boot Options 電源投入時の設定を行います。

Boot Sequence どのデバイスから起動するかの順番を設定します。

Release ALL Blocked Memory BIOSが保持している異常 RAMモジュールの情報をクリ
アにするかどうか設定します。RAMモジュール異常検出
による RAMモジュール交換時に「Enabled」に設定して
ください。

Boot from LANDesk(R) Service
Agent

ネットワークドライブから起動するかどうかを設定しま
す。

Configuration Table 本サーバの POST後、構成表を表示するかどうかを設定
します。Mainメニューで [Alt]＋ [F4]キーを押すと表示さ
れます。
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Date and Time 日時を設定します。

Date 曜日／月／日／西暦を設定します。

Time 時：分：秒を設定します。時間は 24時間形式で入力しま
す。

System Security セキュリティに関する設定をします。

Supervisor Password 特定の人だけがシステム起動および BIOS設定を変更でき
るようにパスワードを設定します。

Password Request パスワード設定時の操作方法を設定します。

User Password 特定の人だけがシステム起動および BIOS設定を参照でき
るようにパスワードを設定します。

Processor Serial Number プロセッサシリアル番号参照機能を有効にするかどうかを
設定します。

System Event Log イベントに関する設定を行います。

Clear Event Log イベントログの消去を行うかどうかを設定します。

Console Redirection コンソールリダイレクションの設定をします。

Console Redirection コンソールリダイレクションを有効にするかどうかを設定
します。

Communicaiton Port コンソールリダイレクションに使用するシリアルポートを
設定します。

COM Port Baud Rate コンソールリダイレクションで使用するボーレートを設定
します。

Advanced Options ベースボードに関する各種設定をします。それぞれサブメ
ニューがあります。

Memory /Cache Options メモリに関する設定をします。

なし －

PnP/PCI Options オンボード上の PCIバスに関する設定をします。

PCI IRQ Setting オンボード SCSI／オンボード LANや PCIカードの割り
込みレベル（IRQ）を表示する項目です。

PCI Slot 1

PCIカードを取り付けるときに、個別に割り込みレベルを
設定します。

PCI Slot 2

PCI Slot 3

PCI Slot 4

PCI Slot 5

PCI Slot 6

Onboard VGA サーバ本体の VGAの割り込みレベルを設定します。

Onboard LAN サーバ本体の LANの割り込みレベルを設定します。

Onboard SCSI サーバ本体の SCSIコントローラの割り込みレベルを設定
します。

USB Host Controller USBコントローラの割り込みレベルを設定します。

Reset Resource
Assignments

PCIカードに割り当てたシステム資源をリセットするかど
うかを設定します。

メニュー名 説明

変更可能な項目名
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CPU Frequency CPUに関する設定をします。

なし －

Chipset Settings ベースボード上のチップセットに関する詳細情報を設定し
ます。

なし －

メニュー名 説明

変更可能な項目名
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4.3.5 Mainメニュー

ここでは、Mainメニューについて説明します。
BIOSセットアップユーティリティを起動すると、最初にこのメニューが表示され
ます。

[↑ ][↓ ]キーを押して、設定を変更したいメニューにカーソルを合わせ、[Enter]
キーを押すと、メニューが表示されます。

System Information
Product Information
Disk Drives
Onboard Peripherals
Power Management
Boot Options
Date and Time
System Security
System Event Log

Load Default Settings
Abort Settings Change

Key Help< >Alt+H

Setup Utility

Advanced Options

Console Redirection

Mainメニューで[Alt]＋[F4]キー�
を押すと、表示されるメニューです。
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4.3.6 System Informationメニュー

System Informationメニューは、本サーバの現在のハードウェア設定情報を表示しま
す。
設定を変更することはできません。
各メニューの詳細のマークは、次の意味です。
●：項目名
○：項目のサブメニュー
－：設定内容

● Processor

システムに搭載しているプロセッサ名を表示します。

● Processor Speed

プロセッサ動作周波数を表示します。

● Level 1 Cache

内部キャッシュ（L1）搭載サイズを表示します。

Key Help< >Alt+H

Setup Utility

System Information

Processor ------------------------ Pentium III

Processor Speed ------------------ xxx MHz

Level 1 Cache -------------------- 32 KB, Enabled

Level 2 Cache -------------------- 256 KB, Enabled

Floppy Drive A ------------------- 1.44MB 3.5-inch

Floppy Drive B ------------------- None

IDE Primary Channel Master ------- IDE CD-ROM

IDE Primary Channel Slave -------- None

Total Memory --------------------- xxx MB

1st Bank ----------------------- SDRAM, xxx MB

2nd Bank ----------------------- SDRAM, xxx MB

3rd Bank ----------------------- SDRAM, xxx MB

4th Bank ----------------------- SDRAM, xxx MB

Item Help

Key Help< >Alt+H

Setup Utility

System Information

Serial Port 1 -------------------- 3F8h, IRQ4

Serial Port 2 -------------------- 2F8h, IRQ3

Parallel Port -------------------- 378h, IRQ7

PS/2 Mouse ----------------------- Installed

Item Help
64 第 4章セットアップ



4

セ
ッ
ト
ア
ッ
プ

● Level 2 Cache

外部キャッシュ（L2）搭載サイズを表示します。

● Floppy Drive A／ Floppy Drive B

フロッピィディスクドライブのタイプ ( 記録密度とドライブサイズ ) を表示しま
す。

● IDE Primary Channel Master

プライマリ IDEのマスターに取り付けられている内蔵ドライブのタイプを表示し
ます。

● IDE Primary Channel Slave

プライマリ IDEのスレーブに取り付けられている内蔵ドライブのタイプを表示し
ます。

● Total Memory

本サーバが利用できるメモリサイズを表示します。

● 1st Bank / 2nd Bank / 3rd Bank / 4th Bank

本サーバが搭載しているメモリ種別と容量を表示します。

● Serial Port 1

シリアルポート 1の設定情報（I/Oポートアドレス、IRQ）を表示します。

● Serial Port 2

シリアルポート 2の設定情報（I/Oポートアドレス、IRQ）を表示します。

● Parallel Port

パラレルポートの設定情報（I/Oポートアドレス、IRQ）を表示します。

● PS/2 Mouse

マウスの接続状態を表示します。
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4.3.7 Product Informationメニュー

Product Informationメニューは、本サーバの製品情報を表示します。
設定を変更することはできません。
各メニューの詳細のマークは、次の意味です。
●：項目名
○：項目のサブメニュー
－：設定内容

● Product Name

製品名を表示します。

● System S/N

シリアルナンバーを表示します。本サーバでは無効な情報です。

● Main Board ID

ベースボードの IDを表示します。

● Main Board S/N

ベースボードのシリアルナンバーを表示します。

● UUID

UUID（Universally Unique IDentifier）を表示します。

● System BIOS Version

BIOSの版数を表示します。

● SMBIOS Version

SMBIOSの版数を表示します。

Product Name ---------------------  xxxx
System S/N -----------------------  xxxxxxxxxxxxxx
Main Board ID --------------------  xxxx
Main Board S/N -------------------  xxxxxxxxxxxx

System BIOS Version --------------  Vxxx

Key Help< >Alt+H

Setup Utility

Product Information

SMBIOS Version -------------------  xxx
System BIOS ID -------------------  xxxxxxxx 

BIOS Release Date ----------------  xxx xx.’xx

Item Help

UUID -----------------------------  xxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxx
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● System BIOS ID

BIOSの識別 IDを表示します。

● BIOS Release Date

BIOSの作成日を表示します。
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4.3.8 Disk Drivesメニュー

Disk Drivesメニューは、ドライブに関する設定を行うメニューです。
各メニューの詳細のマークは、次の意味です。
●：項目名
〇：項目のサブメニュー
－：設定内容

● Floppy Drive A（変更禁止）

フロッピィディスクドライブのタイプ ( 記録密度とドライブサイズ ) を設定しま
す。設定値は、以下のとおりです。
－ None　　　　　

－ 360KB　5.25-inch

－ 1.2MB　5.25-inch

－ 720KB　3.5-inch

－ 1.44MB　3.5-inch（工場出荷設定値）

－ 2.88MB　3.5-inch

● Floppy Drive B（変更禁止）

フロッピィディスクドライブのタイプ ( 記録密度とドライブサイズ ) を設定しま
す。設定値は、以下のとおりです。
－ None（工場出荷設定値）

－ 360KB　5.25-inch

－ 1.2MB　5.25-inch

－ 720KB　3.5-inch

－ 1.44MB　3.5-inch

－ 2.88MB　3.5-inch

Key Help< >Alt+H

Setup Utility

Disk Drives

Floppy Drive A ------------------- [1.44MB 3.5-inch ]

Floppy Drive B ------------------- [ None ]

⋅IDE Primary Channel Master

⋅IDE Primary Channel Slave

Item Help
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● IDE Primary Channel Master（変更禁止）

● IDE Primary Channel Slave（変更禁止）

IDE規格のドライブ装置の各種設定を行います。
サブメニューを使って、プライマリ IDEコネクタとセカンダリ IDEコネクタに取
り付けたマスターとスレーブのハードディスクなどのタイプ（容量やシリンダ数
など）を設定します。
カーソルを合わせて [Enter]キーを押すと、サブメニューの画面が表示されます。

○ Device Detection Mode（変更禁止）

IDEドライブのタイプを設定します。

－ Auto（工場出荷設定値）
本サーバが自動的に IDEドライブのタイプを設定します。

－ None　　　　　　　　
IDEドライブを認識していない状態にします。

－ User　　　　　　　　
Userを選択すると、シリンダ数などの情報を設定できる状態になりま
す。
Cylinder：シリンダ数を設定します。
Head：ヘッド数を設定します。
Sector：セクタ容量を設定します。
Size：記憶容量を設定します。

○ Device Type（変更禁止）

IDEドライブのタイプを表示します。

Key Help< >Alt+H

Setup Utility

IDE Primary Channel Master

Device Detection Mode ------------ [Auto]

Device Type -------------------- IDE CD-ROM

Advanced PIO Mode ---------------- [ Auto ]

DMA Transfer Mode ---------------- [ Auto ]

Mainメニューで[Alt]＋[F4]キーを押してから�
Disk Drivesメニューを選択すると表示されます。�

Item Help
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○ Hard Disk LBA Mode（変更禁止）

LBA（Linerar Block Addressing）転送を行うかどうかを設定します。
このメニューは、IDE CD-ROM搭載時には表示されません。

－ Auto（工場出荷設定値）
LBA転送を行います。

－ Disabled
LBA転送を行いません。

○ Hard Disk Block Mode（変更禁止）

ブロック転送（データを複数セクタ分まとめて転送すること）を行うか
どうかを設定します。
このメニューは、IDE CD-ROM搭載時には表示されません。

－ Auto（工場出荷設定値）
ブロック転送を行います。

－ Disabled
ブロック転送を行いません。

○ Hard Disk 32 Bit Access（変更禁止）

ハードディスクコントローラに 32ビットでアクセスできるように設定し
ます。
このメニューは、IDE CD-ROM搭載時には表示されません。

－ Enabled（工場出荷設定値）
ハードディスクコントローラに32ビットでアクセスするときに選択し
ます。

－ Disabled
ハードディスクコントローラに32ビットでアクセスしないときに選択
します。

○ Advanced PIO Mode（変更禁止）

PIO(programmed I/O)モードのうち、最も高速な PIOモードに自動設定し
ます。
－ Auto（工場出荷設定値）
高速な PIOモードに自動設定します。

－ Mode0 / Mode1 / Mode2 / Mode3 / Mode4
PIOモードを設定します（Mode0～Mode4）。
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○ DMA Transfer Mode（変更禁止）

CD-ROMドライブユニットで DMA(Direct Memory Access)転送モードに
するかどうかを設定します。
－ Auto（工場出荷設定値）

DMA転送を自動的に認識します。

－ Disabled
DMA転送を使用しません。

－ Multiword Mode 0 / 1 / 2
複数のデータを連続的に一括で DMA転送します。

－ Ultra Mode 0 / 1 / 2 / 3 / 4
Ultra DMAモードで転送します。
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4.3.9 Onboard Peripheralsメニュー

Onboard Peripheralsメニューは、ベースボード上の装置（シリアルポート、パラレル
ポート、フロッピィディスクコントローラ、IDEコントローラ、SCSIコントロー
ラ、マウス、USB、LAN）の設定を行うメニューです。
各メニューの詳細のマークは、次の意味です。
●：項目名
〇：項目のサブメニュー
－：設定内容

● Serial Port 1

シリアルポート 1の I/Oアドレスと IRQ(割り込みレベル )を設定します。

－ Enabled（工場出荷設定値）
設定を有効にします。Base Address/IRQを設定してください。

－ Disabled
設定を無効にします。

Key Help< >Alt+H

Setup Utility

Onboard Peripherals

Serial Port 1 -------------------- [Enabled ]

Base Address ------------------- [3F8h]

IRQ ---------------------------- [4 ]

Serial Port 2 -------------------- [Enabled ]

Base Address ------------------- [2F8h]

IRQ ---------------------------- [3 ]

Parallel Port -------------------- [Enabled ]

Base Address ------------------- [378h]

IRQ ---------------------------- [7]

Operation Mode ----------------- [ Standard ]

ECP DMA Channel --------------- [-]

Floppy Disk Controller ----------- [Enabled ]

Item Help

Key Help< >Alt+H

Setup Utility

Onboard Peripherals

IDE Controller ------------------- [Primary]

PS/2 Mouse Controller ------------ [Enabled]

USB Host Controller -------------- [Disabled ]

USB Legacy Mode ---------------- [--------]

Onboard SCSI --------------------- [Enabled]

Onboard Ethernet Chip ------------ [Enabled]

Item Help
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● Base Address

シリアルポート 1の I/Oポートアドレスを設定します。

－ 2E8h

－ 2F8h

－ 3E8h　　

－ 3F8h（工場出荷設定値）

● IRQ

シリアルポート 1の IRQを設定します。

－ 4（工場出荷設定値）

－ 11

● Serial Port 2

シリアルポート 2の I/Oポートアドレスと IRQを設定します。

－ Enabled（工場出荷設定値）
設定を有効にします。Base Address/IRQを設定してください。

－ Disabled
設定を無効にします。

● Base Address

シリアルポート 2の I/Oポートアドレスを設定します。

－ 2E8h

－ 2F8h（工場出荷設定値）

－ 3E8h

－ 3F8h

● IRQ

シリアルポート 2の IRQを設定します。

－ 3（工場出荷設定値）

－ 10

● Parallel Port

パラレルポートの I/Oポートアドレスと IRQを設定します。

－ Enabled（工場出荷設定値）
設定を有効にします。Base Address/IRQを設定してください。

－ Disabled
設定を無効にします。
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● Base Address

パラレルポートの I/Oポートアドレスを設定します。

－ 3BCh

－ 378h（工場出荷設定値）

－ 278h

● IRQ

パラレルポートの IRQを設定します。

－ 5

－ 7（工場出荷設定値）

● Operation Mode（変更禁止）

パラレルコネクタに接続する周辺装置の種類を設定します。
－ Standard（工場出荷設定値）
出力専用モードを使用する周辺装置を接続します。

－ Bi-directional
双方向モードを使用する周辺装置を接続します。

－ EPP
EPP規格の周辺装置を接続します。

－ ECP
ECP規格の周辺装置を接続します。

● ECP DMA Channel（変更禁止）

パラレルポートを ECP モードで動作させる場合に、パラレルポートが使用する
DMAチャネルを設定します。Operation Modeを「ECP」に設定した場合のみ設定
できます。
－ 1

DMAチャネル 1を使います。

－ 3
DMAチャネル 3を使います。

－ - -（工場出荷設定値）
DMAチャネルを使いません。

● Floppy Disk Controller（変更禁止）

フロッピィディスクコントローラを使用するかどうかを設定します。
－ Enabled（工場出荷設定値）
フロッピィディスクコントローラを使用します。

－ Disabled
フロッピィディスクコントローラを使用しません。
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● IDE Controller（変更禁止）

IDEコントローラを有効にするかどうかを設定します。

－ Primary（工場出荷設定値）
プライマリ IDEコントローラだけを有効にします。

－ Disabled
無効にします。

● PS/2 Mouse Controller（変更禁止）

マウスコネクタに接続したマウスを使用するかどうかを設定します。
－ Enabled（工場出荷設定値）
マウスを使用します。

－ Disabled
マウスを使用しません。

● USB Host Controller

USBコントローラを使用するかどうかを設定します。
OSが、Windows 2000 Serverの場合は「Enabled」に設定することで使用できます。

－ Enabled
USBコントローラを使用します。

－ Disabled（工場出荷設定値）
USBコントローラを使用しません。

● USB Legacy Mode（変更禁止）

USB対応キーボードをMS-DOS環境のもとで有効にするかどうかを設定します。
なお、USB Host Controllerが「Disabled」のときは選択できません。

－ Enabled
有効にします。

－ Disabled（工場出荷設定値）
無効にします。

● Onboard SCSI

オンボードの SCSIコントローラを有効にするかどうかを設定します。

－ Enabled（工場出荷設定値）
有効にします。

－ Disabled
無効にします。

● Onboard Ethernet Chip

オンボードの LANを有効にするかどうかを設定します。

－ Enabled（工場出荷設定値）
有効にします。

－ Disabled
無効にします。
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4.3.10 Power Managementメニュー

Power Managementメニューは、省電力モードに関する設定を行うメニューです。
各メニューの詳細のマークは、次の意味です。
●：項目名
○：項目のサブメニュー
－：設定内容

● Power Management Mode（変更禁止）

省電力モードにするかどうかを設定します。
－ Disabled
省電力モードにしません。省電力モードに関する設定項目は、灰色の文字で
表示され、設定できなくなります。

－ Enabled（工場出荷設定値）
省電力モードにします。

● IDE Hard Disk Standby Timer（変更禁止）

内蔵ハードディスクを、スタンバイモード（一部の回路を停止させた状態）に移
行させるまでの時間を設定します。ハードディスクにアクセスすると、スタンバ
イモードから通常の状態に数秒で戻ります。
－ OFF（工場出荷設定値）
スタンバイモードになりません。

－ 1～ 15
1分から 15分の間で任意の時間を設定します。その時間ハードディスクへの
アクセスがないと、ハードディスクがスタンバイモードになります。

Key Help< >Alt+H

Setup Utility

Power Management

Power Management Mode ----------------- [Enabled]

IDE Hard Disk Standby Timer --------- [OFF]

System Sleep Timer ------------------ [OFF]

Sleep Mode ------------------------ [----]

Power Switch < 4sec. ------------------ [Power Off]

System wake-up event

Modem Ring Indicator ---------------- [Disabled]

PCI Power Management ---------------- [Enabled]

RTC Alarm --------------------------- [Disabled]

Resume Day ------------------------ [--]

Resume Time ----------------------- [--:--:--]

Restart on AC/Power Failuer ----------- [Pre-State]

Item Help
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● System Sleep Timer（変更禁止）

システムをスリープ状態に移行するまでの時間を設定します。
－ OFF（工場出荷設定値）
システムスリープ機能を無効にします。

－ 2～ 120
2分から 120分の間で任意の時間を設定します。

● Sleep Mode（変更禁止）

システムをスリープ状態に移行するときのモードを設定します。
System Sleep Timerが OFFの場合は、選択できません。

－ - -（工場出荷設定値）
System Sleep Timerが「OFF」に設定されているため、選択できない状態になっ
ています。

－ Standby
スタンバイモード（VGAオフ）に移行します。

－ Suspend
サスペンドモード（VGA オフ／ IDE ハードディスクモータオフ／ CPU 低電
力モード）に移行します。

● Power Switch < 4sec.（変更禁止）

電源スイッチによるサスペンド機能を有効にするかどうかを設定します。
－ Suspend
電源スイッチを押す時間が 4秒未満のときは、サスペンドになり、4秒以上の
ときは電源が切断されます。

－ Power Off（工場出荷設定値）
電源スイッチを押す時間の長さに関係なく、電源スイッチを押すと電源が切
断されます。

● System wake-up event

省電力状態からの復帰方法を設定します。

○ Modem Ring Indicator（変更禁止）

モデムを使った電話回線からの着信で、省電力状態から復帰させるかど
うかを設定します。
－ Enabled
省電力状態から復帰します。

－ Disabled（工場出荷設定値）
省電力状態から復帰しません。
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○ PCI Power Management（変更禁止）

Wakeup on LAN機能を有効にするかどうかを設定します。

－ Enabled（工場出荷設定値）
Wakeup on LAN機能を有効にします。

－ Disabled
Wakeup on LAN機能を無効にします。

○ RTC Alarm（変更禁止）

省電力状態からの復帰時間を設定します。
－ Time
「Resume Time」で設定した時間に復帰します。

－ Date/Time
「Resume Day」で設定した日付に復帰します。

－ Disabled（工場出荷設定値）
省電力状態から復帰させません。

○ Resume Day

復帰する日付を設定します。「RTC Alarm」で「Date/Time」を設定した
ときに有効になります。

○ Resume Time

復帰する時間を設定します。「RTC Alarm」で「Time」または「Date/
Time」を設定したときに有効になります。

● Restart on AC/Power Failure

電源供給復電時の設定を行う項目です。
Windows 2000 Serverなど、シャットダウン後に電源が切断される OSで、UPSの
スケジュール運転を行う場合は、「Enabled」に設定してください。

－ Pre-State（工場出荷設定値）
電源復電時、電源切断前の状態に戻します。
電源が入っていた場合は、復電時、システムを起動します。
電源が入っていなかった場合は、復電時、システムを起動しません。

－ Enabled
電源復電時、常にシステムを起動します。

－ Disabled
電源復電時、常にシステムを起動しません。
78 第 4章セットアップ



4

セ
ッ
ト
ア
ッ
プ

4.3.11 Boot Optionsメニュー

Boot Optionsメニューは、電源投入時の設定を行うメニューです。
各メニューの詳細のマークは、次の意味です。
●：項目名
○：項目のサブメニュー
－：設定内容

Key Help< >Alt+H

Setup Utility

Boot Options

Boot Sequence

1st. [IDE CD-ROM]

2nd. [Floppy Disk A:]

3rd. [Hard Disk C:]

Primary Display Adapter --------------- [Auto]

Fast Boot ----------------------------- [Disabled]

Silent Boot --------------------------- [Disabled]

Num Lock After Boot ------------------- [Enabled ]

Memory Test --------------------------- [Enabled ]

Release All Blocked Memory ------------ [Disabled ]

Boot from LANDesk(R) Service Agent ---- [Disabled ]

Configuration Table ------------------- [Enabled ]

Item Help

Mainメニューで[Alt]＋[F4]キーを押してから�
Boot Optionsメニューを選択すると表示�
されます。�

Key Help< >Alt+H

Setup Utility

Boot Options

Update BIOS with Boot Block ----------- [Disabled]

Item Help
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● Boot Sequence

どのデバイスから起動するかの順番を1st.→2nd.→3rd.→4th.の順に設定します。
各項目はカーソルを合わせて、上下矢印キーで設定します。
各項目で右矢印キーを押すと、サブメニューが表示されます。
各項目について以下に説明します。

○ IDE CD-ROM

CD-ROMドライブから起動します。

－ IDE CD-ROM（工場出荷時設定）
CD-ROMドライブから起動します。

－ Skip
CD-ROMドライブをスキップします。

○ Floppy Disk A:

フロッピィディスクドライブから起動します。
－ Floppy Disk A:（工場出荷時設定）
フロッピィディスクドライブから起動します。

－ Skip
フロッピィディスクドライブをスキップします。

○ Hard Disk C:

ハードディスクドライブから起動します。
起動するハードディスクの順番を 1st.→ 2nd.の順で設定します。
本サーバでは以下のように設定してください。
－ 1st.：Other
起動するハードディスクの順番を 1st.→ 2nd.の順で設定します。
本サーバでは以下のように設定してください。
［ディスクレスタイプ／ OSインストールタイプ］

－1st.：On Board Adaptec AIC-7899 SCSI

－2nd.：Legacy PCI SCSI
［アレイタイプ］
－1st.：Legacy PCI SCSI

－2nd.：On Board Adaptec AIC-7899 SCSI

－ 2nd.：E-IDE

○ Intel UNDI, PXE-2.0（build 071）

PXEから起動します。
Boot from LANDesk(R) Service Agentgaの値が「Enabled」のまたは
Onboard Ethernet Chipの値が「Enabled」の場合は、この項目は表示され
ません。
－ Intel UNDI, PXE-2.0（build 071）（工場出荷時設定）

PXEから起動します。

－ Skip
PXEをスキップします。
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● Primary Display Adapter（変更禁止）

拡張 VGAカードを使用するか、オンボード VGAを使用するかを設定します。

－ Auto（工場出荷時設定）
拡張 VGAカード→オンボード VGAの順で自動認識します。

－ Onboard
オンボード VGAを使用します。

● Fast Boot（変更禁止）

POST(Power-On Self Test)を省略して起動するかどうかを設定します。

－ Auto
POSTの一部の機能を省略して起動します。

－ Disabled（工場出荷時設定）
POSTを省略せずに起動します。

● Silent Boot（変更禁止）

本サーバでは無効の機能です。
いずれの設定値を選んでも POSTの途中経過を画面に表示します。

－ Enabled

－ Disabled（工場出荷時設定）

● Num Lock After Boot（変更禁止）

起動したあとに、キーボードを Num Lock 状態 ( テンキーから数字などを入力で
きる状態 )にするかどうかを設定します。

－ Enabled（工場出荷設定値）
キーボードを Num Lock状態にします。

－ Disabled
キーボードを Num Lock状態にしません。

● Memory Test（変更禁止）

POSTで、メモリテストを行うかどうかを設定します。

－ Enabled（工場出荷設定値）
メモリテストを行います。

－ Disabled
メモリテストを行いません。

● Release All Blocked Memory

BIOSが保持している異常RAMモジュールの情報をクリアするかどうかを設定し
ます。RAMモジュールが異常の場合、POST時にその旨のメッセージが表示され
ます。RAMモジュール異常検出による RAMモジュール交換後に、「Enabled」を
設定してください。
－ Enabled
情報をクリアします。設定後、次回起動時にクリアされ、この設定値は
[Disabled]に戻ります。
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－ Disabled（工場出荷設定値）
情報をクリアしません。

● Boot from LANDesk(R) Service Agent

起動時に、ネットワークドライブから起動するかどうかを設定します。
－ Enabled

PXEを使用して、ネットワークドライブから起動します。

－ Disabled（工場出荷設定値）
ネットワークドライブからの起動を行いません。

● Configuration Table

本サーバの POST後、構成表を表示するかどうかを設定します。
Mainメニューで [Alt]＋ [F4]キーを押してから、Boot Options メニューを選択す
ると表示されます。
－ Enabled（工場出荷設定値）
構成表を表示します。

－ Disabled
構成表を表示しません。

● Update BIOS with Boot Block（変更禁止）

本サーバではサポートしていない機能です。
－ Enabled

－ Disabled（工場出荷時設定）
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4.3.12 Date and Timeメニュー

Date and Timeメニューは、日時を設定するメニューです。
各メニューの詳細のマークは、次の意味です。
●：項目名
○：項目のサブメニュー
－：設定内容

● Date

曜日／月／日／西暦を設定します。

● Time

時：分：秒を設定します。時間は 24時間形式で入力します。

Key Help< >Alt+H

Setup Utility

Date ---------------------------- [XXX XXX XX,XXXX]

Time ---------------------------- [HH:MM:SS]

Date and Time

Item Help
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4.3.13 System Securityメニュー

System Securityメニューは、セキュリティに関する設定をします。
各メニューの詳細のマークは、次の意味です。
●：項目名
○：項目のサブメニュー
－：設定内容

● Supervisor Password

スーパバイザパスワードは、特定の人だけがシステム起動、および BIOS セット
アップユーティリティで設定変更できるようにパスワードを設定します。スーパ
バイザパスワードを設定すると、システム起動、および BIOS セットアップを始
めるときにパスワードの入力を求められます。
－ None（工場出荷設定値）
パスワードを設定しません。

－ Present
パスワードを設定します。選択すると、パスワード入力用の画面が表示され
ます。

● Password Request

パスワード設定時の操作方法を設定します。
－ OS
キーボードをロックします。
システム起動後、パスワードを入力するとキー入力が有効となります。

－ POST
BIOSセットアップエントリ時、または POSTの途中でパスワード入力を要求
します。

－ ---（工場出荷設定値）
Supervisor Passwordが選択されているときは、灰色表示になります。

Key Help< >Alt+H

Setup Utility

System Security

Supervisor Password -------------- [None ]

Password Request ----------------- [----]

Processor Serial Number ----- [Disabled]

Disk Drive Control

Floppy Drive -------------- [ Normal ]

Hard Disk Drive ----------- [ Normal ]

Item Help

User Password -------------------- [----]
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● User Password

ユーザパスワードは、特定の人だけがシステム起動、および BIOSセットアッ
プユーティリティを参照できるようにパスワードを設定します。ユーザパス
ワードを設定すると、システム起動、および BIOSセットアップを始めるとき
にパスワードの入力を求められます。

－ None
パスワードを設定しません。

－ Present
パスワードを設定します。選択すると、パスワード入力用の画面が表示され
ます。

－ ---（工場出荷設定値）
Supervisor Passwordが選択されているときは、灰色表示になります。

● Disk Drive Control（変更禁止）

フロッピィディスク、ハードディスクへの書き込みを禁止します。

● Floppy Drive（変更禁止）

フロッピィディスクへの書き込みを禁止します。
－ Normal（工場出荷設定値）
通常どおり書き込みや読み込みができます。

－ Write Protect All Sectors
すべてのセクタへの書き込みを禁止します。

－ Write Protect Boot Sector
ブートセクタへの書き込みを禁止します。

● Hard Disk Drive（変更禁止）

ハードディスクへの書き込みを禁止します。
－ Normal（工場出荷設定値）
通常どおり書き込みや読み込みができます。

－ Write Protect All Sectors
すべてのセクタへの書き込みを禁止します。

－ Write Protect Boot Sector
ブートセクタへの書き込みを禁止します。

● Processor Serial Number

プロセッサシリアル番号参照機能を有効にするかどうかを設定します。
当機能を有効にすると、ネットワーク経由で外部から本サーバ搭載のプロセッサ
シリアル番号を参照できるようになります。プロセッサシリアル番号を外部に通
知する必要がない場合は有効にしないでください。
－ Enabled
プロセッサシリアル番号参照機能を有効にします。

－ Disabled（工場出荷設定値）
プロセッサシリアル番号参照機能を無効にします。
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■ Supervisor Passwordおよび User Passwordのパスワードの設定方法

ユーザパスワードを設定する場合には、同時にスーパバイザパスワードを設定する
必要があります。

1 [↑ ][↓ ]キーでスーパバイザパスワード、またはユーザパスワード
にカーソルを合わせ、[→ ][← ]キーを押します。
パスワード入力用の画面が表示されます。

2 Aに 7桁までのパスワードを入力します。
入力できる文字種はアルファベットと数字です。入力した文字は表示されず、
ブロックのみが表示されます。

3 パスワードを入力したら [Enter]キーを押します。
パスワードの設定を中止するときは、[Esc]キーを押します。

4 Bに手順 2で入力したパスワードを再び入力して [Enter]キーを押し
ます。
Set or Change Passwordでもう一度 [Enter]キーを押すと、設定値が Presentにな
ります。再入力したパスワードが手順 2で入力したものと一致しない場合は、
再び手順 2と同じ画面が表示されます。再びパスワードを入力してください。

5 セットアップを終了し電源を切ってから、ジャンパセッティングを行
います。
ベースボードのジャンパ設定 JP8を 2-3に変更します。

ジャンパセッティングを変更する場合は、サーバ本体および接
続されている装置の電源スイッチを切り、電源プラグをコンセ
ントから抜いたあとに変更してください。感電の原因となりま
す。
パスワードを BIOS セットアップで設定しても、ジャンパセッ
ティングを変更するまでは、有効にはなりません。

ヘルプヘルプヘルプヘルプ
パスワードを忘れてしまい、BIOSセットアップや起動ができ
なくなったら、JP8を 1-2に戻してください。パスワード
チェックが解除されます。

Supervisor Password

Enter your Password twice. Password
may be up to 7 characters long.

Enter Password ------------- [        ]

Enter Password again ------- [        ]

�

A
B

Set or Change Password
�
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■ Supervisor Password／ User Passwordの削除／変更方法

スーパバイザパスワードの削除や変更は、System Securityメニューで行います。パ
スワード入力用の画面で削除するには、[→ ][← ]キーで設定値を Noneに戻しま
す。その後、BIOSセットアップを終了し、JP8を 1-2に戻すか、または JP8が 1-2
に設定されていることを確認します。2-3のままでは、BIOSセットアップを始める
ことはできません。
変更するには、[→ ][← ]キーで設定値を Noneに戻した後、再び [→ ][← ]キーで
パスワード入力用の画面を表示させて、新しいパスワードを入力します。

ポイントポイントポイントポイント
誤ったパスワードを 3 回入力すると、システムが停止します。
その場合は、本サーバの電源をいったん切ってから、再び電源
を入れ、その後正しいパスワードを再入力してください。
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4.3.14 System Event Logメニュー

System Event Logメニューは、イベントに関する設定を行うメニューです。
各メニューの詳細のマークは、次の意味です。
●：項目名
○：項目のサブメニュー
－：設定内容

Key Help< >Alt+H

Setup Utility

System Event Log

System Event Logging

Event Logging ----------------------- [Enabled ]

Clear Event Logs -------------------- [Disabled]

Event Log BIOS Version -------------- X.X XXXXXX

Total Number of Event Logs ---------- X

Available Space for Event Logs ------ XX %

>View Event Logs

Event Control

Temperature/Voltage ----------------- [Enabled ]

ECC --------------------------------- [Enabled ]

PCI --------------------------------- [Enabled ]

CPU Fan ----------------------------- [Enabled ]
Item Help

Key Help< >Alt+H

Setup Utility

System Event Log

Event Process

Action after Critical Event -------- [ NMI ]

POST Error Stop -------------------- [Enabled ]

Threshold Event Control -------------- [Enabled]

Temperature Threshold Setting

CPU --------------------------------- [60/65]

System ------------------------------ [0/5/42/47]

Voltage Threshold Setting

1st CPU Core Voltage ---------------- 1.65 V

2nd CPU Core Voltage ---------------- 1.65 V

Item Help
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● System Event Logging

イベントログに関する設定を行います。

○ Event Logging（変更禁止）

イベントログ機能を有効とするか無効とするかを指定します。
－ Enabled（工場出荷設定値）
イベントログを行います。

－ Disabled
イベントログを行いません。

○ Clear Event Logs

イベントログの消去を行うかどうかを設定します。
－ Enabled
イベントログの消去を行います。次回起動時にクリアされ、[Disabled]
に変更されます。

－ Disabled（工場出荷設定値）
イベントログの消去を行いません。

○ Event Log BIOS Version

RASの BIOS版数を表示します。

○ Total Number of Event Logs

格納済みのイベントログ数を表示します。

○ Available Space for Event Logs

残りのイベントログ格納領域の割合を％で表示します。

● View Event Logs

イベントログビューワを表示します。内容については、「8.3 イベントログ」（→
303ページ）を参照してください。

Key Help< >Alt+H

Setup Utility

System Event Log

CPU --------------------------------- [1.4/1.5/1.8/1.9] V

+1.5 V ------------------------------ [1.3/1.4/1.6/1.7] V

+1.8 V ------------------------------ [1.6/1.7/1.9/2.0] V

+2.5 V ------------------------------ [2.2/2.3/2.7/2.8] V

+2.85 V ----------------------------- [2.5/2.6/3.1/3.2] V

+3.3 V ------------------------------ [2.9/3.1/3.5/3.7] V

+3.3 V Standby ---------------------- [2.9/3.1/3.5/3.7] V

+5 V -------------------------------- [4.5/4.6/5.4/5.5] V

+12 V ------------------------------- [10.6/10.7/13.3/13.4] V

-12 V ------------------------------- [9.6/10.1/13.9/14.4] V

Other Sensors Setting

CPU Fan ----------------------------- [700/2400] RPM

Item Help
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● Event Control

監視する項目を設定します。

○ Temperature/Voltage（変更禁止）

温度／電圧の監視を行うかどうかを設定します。
－ Enabled（工場出荷設定値）
監視します。

－ Disabled
監視しません。

○ ECC（変更禁止）

ECCメモリの監視を行うかどうかを設定します。

－ Enabled（工場出荷設定値）
監視します。

－ Disabled
監視しません。

○ PCI（変更禁止）

PCIデバイスと PCIバスの監視を行うかどうかを設定します。

－ Enabled（工場出荷設定値）
監視します。

－ Disabled
監視しません。

○ CPU Fan（変更禁止）

CPUファンの監視を行うかどうかを設定します。

－ Enabled（工場出荷設定値）
監視します。

－ Disabled
監視しません。

● Event Process

重大なイベントが発生したときの動作を設定します。

○ Action after Critical Event（変更禁止）

クリティカルイベント（重大なシステムエラー）が発生したときの動作
を設定します。
－ NMI（工場出荷設定値）

MMIメッセージを表示後、システムを停止します。

－ Reset
システムをリセット後、再起動します。

－ Power Cycle
電源切断後、再起動します。
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○ Post Error Stop（変更禁止）

POST中にエラーを検出した後にストップするかどうかを設定します。

－ Enabled（工場出荷設定値）
エラーを検出したら POSTを停止します。

－ Disabled
エラーを検出しても POSTを停止しません。

● Threshold Event Control（変更禁止）

CPUおよびシステムの温度／電圧のイベント監視方法を設定します。

－ Enabled（工場出荷設定値）
監視項目に異常が発生したときに、1回だけイベントログを保存します。

－ Disabled
監視項目に異常が発生するごとにイベントログを保存します。

● Temperature Threshold Setting（変更禁止）

CPUおよびシステムの警告温度／危険温度を設定します。

○ CPU

CPUの温度異常を通知する温度を設定します。

－ 60（40～ 65）
CPUの警告温度（上限）を 40～ 65℃の間で設定します。
工場出荷設定値は 60℃です。

－ 65（55～ 80）
CPUの危険温度（上限）を 55～ 80℃の間で設定します。
工場出荷設定値は 65℃です。

○ System

ベースボード上の危険状態を通知する温度を設定します。
－ 0（0～ 14）
ベースボード上の危険温度（下限）を 0～ 14℃の間で設定します。
工場出荷設定値は 0℃です。

－ 5（2～ 15）
ベースボード上の警告温度（下限）を 2～ 15℃の間で設定します。
工場出荷設定値は 5℃です。

－ 42（35～ 55）
ベースボード上の警告温度（上限）を 35～ 55℃の間で設定します。
工場出荷設定値は 42℃です。

－ 47（40～ 70）
ベースボード上の危険温度（上限）を 40～ 70℃の間で設定します。
工場出荷設定値は 47℃です。
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● Voltage Threshold Setting（変更禁止）

CPUおよびシステムの危険電圧を危険（下限）／警告（下限）／警告（上限）／
危険（上限）で設定します。

○ 1st CPU Core Voltage

1st CPUの電圧を表示します。

○ 2nd CPU Core Voltage

2nd CPUの電圧を表示します。

● Other Sensors Setting（変更禁止）

○ CPU Fan

CPUファンの異常を知らせる回転数を設定します。

－ 700（700～ 2400）RPM
CPUファンの危険回転数を設定します。
工場出荷設定値は 700RPMです。

－ 2400（1000～ 3000）RPM
CPUファンの警告回転数を設定します。
工場出荷設定値は 2400RPMです。

項目 危険（下限） 警告（下限） 警告（上限） 危険（上限）

○ CPU 1.4 1.5 1.8 1.9

○ +1.5V 1.3 1.4 1.6 1.7

○ +1.8V 1.6 1.7 1.9 2.0

○ +2.5V 2.2 2.3 2.7 2.8

○ +2.85V 2.5 2.6 3.1 3.2

○ +3.3V 2.9 3.1 3.5 3.7

○ +3.3V Standby 2.9 3.1 3.5 3.7

○ +5V 4.5 4.6 5.4 5.5

○ +12V 10.6 10.7 13.3 13.4

○ -12V 9.6 10.1 13.9 14.4
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4.3.15 Console Redirectionメニュー

Console Redirectionメニューは、コンソールリダイレクションの設定を行うメニュー
です。
各メニューの詳細のマークは、次の意味です。
●：項目名
〇：項目のサブメニュー
－：設定内容

● Console Redirection

コンソールリダイレクションを有効にするかどうかを設定します。
－ Enabled
コンソールリダイレクションを有効にします。

－ Disabled（工場出荷設定値）
コンソールリダイレクションを無効にします。

● Communication Port

コンソールリダイレクションに使用するシリアルポートを設定します。
－ Serial 1
シリアルポート 1に設定します。

－ Serial 2（工場出荷設定値）
シリアルポート 2に設定します。

● Parity/Databits/Stopbits

－ N,8,1

● COM Port Baud Rate

コンソールリダイレクションを使用している場合、使用するボーレートを
設定します。
－ 9600

－ 19200（工場出荷設定値）

Key Help< >Alt+H

Setup Utility

Console Redirection

Console Redirection -------------- [Disabled]

Communication Port --------------- [Serial2 ]

Item Help

Parity/Databits/Stopbits --------- [N,8,1 ]

COM Port Baud Rate --------------- [19200 ]
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4.3.16 Advanced Optionsメニュー

Advanced Optionsメニューは 4つのメニューで構成されています。
このメニューは、Mainメニューで [Alt]＋ [F4]キーを押すと表示されます。
各メニューの詳細のマークは、次の意味です。
●：項目名
〇：項目のサブメニュー
－：設定内容

各メニューを選択すると、それぞれのサブメニュー画面が表示されます。

Key Help< >Alt+H

Setup Utility

Advanced Options

⋅Memory/Cache Options

⋅PnP/PCI Options

⋅CPU Frequency

⋅Chipset Settings

Item Help
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● Memory/Cache Optionsメニュー

Memory/Cache Optionsメニューは、メモリに関する設定をします。

○ Level 1 Cache（変更禁止）

システムの内部キャッシュ（L1）メモリの設定をします。

－ Enabled（工場出荷設定値）
キャッシュメモリを有効にします。

－ Disabled
キャッシュメモリを無効にします。

○ Level 2 Cache（変更禁止）

システムの内部キャッシュ（L2）メモリの設定をします。

－ Enabled（工場出荷設定値）
キャッシュメモリを有効にします。

－ Disabled
キャッシュメモリを無効にします。

○ Memory at 15MB-16MB Reserved for（変更禁止）

15MB-16MB間の 1MBのメモリをサーバに割り当てるか、拡張カードに
割り当てるかを設定します。
－ System（工場出荷設定値）
本サーバに割り当てます。

－ Add-on Card
拡張カードに割り当てます。

Key Help< >Alt+H

Setup Utility

Memory/Cache Options

Level 1 Cache -------------------- [Enabled ]

level 2 Cache -------------------- [Enabled ]

Memory at 15MB-16MB Reserved for - [System ]

Item Help
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● PnP/PCI Optionsメニュー

オンボード上の PCIバスに関する設定を行うメニューです。PCIカードの IRQの
共有を設定する場合はこのメニューで設定します。

○ PCI IRQ Setting

オンボード VGA／オンボード LAN／オンボード SCSI／ USB HOST
Controllerや PCIカードの割り込みレベル (IRQ)を表示する項目です。

－ Auto（工場出荷設定値）
自動的に設定します。

－ Manual
手動で設定します。

Key Help< >Alt+H

Setup Utility

PnP/PCI Options

PCI IRQ Setting ----------------------- [ Auto ]

INTA INTB INTC INTD

PCI Slot 1 ---------------- [--] [--] [--] [--]

PCI Slot 2 ---------------- [--] [--] [--] [--]

PCI Slot 3 ---------------- [--] [--] [--] [--]

PCI Slot 4 ---------------- [--] [--] [--] [--]

PCI Slot 5 ---------------- [--] [--] [--] [--]

PCI Slot 6 ---------------- [--] [--] [--] [--]

Onboard VGA --------------- [--]

Onboard LAN --------------- [--]

Onboard SCSI -------------- [--] [--]

USB HOST Controller ------- [--]

Item Help

Key Help< >Alt+H

Setup Utility

PnP/PCI Options

PCI IRQ Setting ----------------------------- [Yes]

VGA Palette Snoop --------------------------- [Disabled]

Plug and Play OS ---------------------------- [No ]

Reset Resource Assignments ------------------ [No ]

Item Help
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サーバモニタモジュール、暗号プロセッサカードを搭載する場合には
「Manual」に設定して、使用する IRQを変更します。
「Manual」設定時の留意事項を以下に示します。

－ Onboard VGA／ Onboard LAN／ Onboard SCSIには、以下の割り込み
レベル (IRQ)を設定してください。

－ 各 PCI Slotへの IRQの設定については、「5.7拡張カードの取り付け」
（→ 158ページ）を参照してください。

○ PCI Slot 1 / PCI Slot 2 / PCI Slot 3 / PCI Slot 4 / PCI Slot 5 / PCI Slot 6

PCIカードを取り付けるときに、個別に割り込みレベルを設定します。
IRQの設定／共有については、「5.7拡張カードの取り付け」（→ 158ペー
ジ）の拡張カードごとの留意事項に注意して設定／共有してください。
－ - -（工場出荷設定値 :自動的に設定されます）

－ 05 / 09 / 10 / 11 / 15

○ Onboard VGA

サーバ本体の VGAの割り込みレベルを設定します。

－ - -（工場出荷設定値 :自動的に設定されます）

－ 05 / 09 / 10 / 11 / 15

○ Onboard LAN

サーバ本体の LANの割り込みレベルを設定します。

－ - -（工場出荷設定値 :自動的に設定されます）

－ 05 / 09 / 10 / 11 / 15

○ Onboard SCSI

サーバ本体の SCSIコントローラの割り込みレベルを設定します。

－ - -（工場出荷設定値 :自動的に設定されます）

－ 05 / 09 / 10 / 11 / 15

○ USB HOST Controller

USBコントローラの割り込みレベルを設定します。

－ - -（工場出荷設定値 :自動的に設定されます）

－ 05 / 09 / 10 / 11 / 15

項目 設定値（推奨値）

Onboard VGA 9

Onboard LAN 10

Onboard SCSI 11、11 ( * )

* ) [INTA]、[INTB]ともに IRQを 11に設定してください。
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○ PCI IRQ Sharing（変更禁止）

複数の PCIカードで IRQを共有させるかどうかを設定します。

－ Yes（工場出荷設定値）
IRQを共有させます。

－ No
IRQを共有させません。

○ VGA Palette Snoop（変更禁止）

サーバ本体のビデオコントローラのパレット情報（画面に表示する色を
定義した情報）を、ディスプレイカードなどのビデオコントローラから
も参照できるように設定します。
－ Enabled
ビデオコントローラから参照できます。

－ Disabled（工場出荷設定値）
ビデオコントローラから参照できません。

○ Plug and Play OS（変更禁止）

システム起動時に、どのデバイスを初期化するかを設定します。
－ Yes
プラグアンドプレイ対応の OS が、必要なデバイスだけを初期化しま
す。

－ No（工場出荷設定値）
すべてのデバイスを初期化します。

○ Reset Resource Assignments

PCIカードに割り当てたシステム資源（I/Oポートアドレス、IRQ、メモ
リ空間など）をリセットするかどうかを設定します。（再起動後、PCI
カードについては初期値に戻ります。）
－ Yes
システム資源をリセットします。

－ No（工場出荷設定値）
システム資源をリセットしません。
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● CPU Frequencyメニュー

CPU Frequencyメニューは、CPUの速度に関する設定をします。

○ Bus Frequency

外部周波数を表示します。
－ 133MHz

○ CPU frequency Multiple

外部クロック周波数の倍率を設定します。
－ Auto（工場出荷設定値）

－ 2 / 2.5 / 3 / 3.5 / 4 / 4.5 / 5 / 5.5 / 6 / 6.5 / 7 / 7.5 / 8

○ Processor Speed

プロセッサ動作周波数を表示します。

○ Single Processor MP Table（変更禁止）

本サーバに搭載する OSで、MP(マルチプロセッサ )テーブルを有効とす
るかどうかを設定します。
－ Enabled（工場出荷設定値）
マルチプロセッサテーブルを有効とします。

－ Disabled
マルチプロセッサテーブルを有効としません。

○ MP Table Version（変更禁止）

MPテーブルのバージョンを設定します。

－ V1.1

－ V1.4（工場出荷設定値）

Key Help< >Alt+H

Setup Utility

CPU Frequency

Bus Frequency -------------------------  133 MHz

CPU frequency Multiple ----------------  [ Auto ]

Processor Speed -----------------------  xxx MHz

Single Processor MP Table -------------  [Enabled]

MP Table Version ----------------------  [ V1.4 ]

Item Help
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● Chipset Settingsメニュー

ベースボード上のチップセットに関する詳細情報を設定します。

○ CAS Latency（変更禁止）

－ 2

－ 3（工場出荷設定値）

－ By SPD

Key Help< >Alt+H

Setup Utility

Chipset Settings

CAS Latency --------------------------------  [3]

Item Help
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4.3.17 Load Default Settingsメニュー

Load Default Settingsメニューは、通常は選択する必要はありません。初期値は、工
場出荷設定値と一部異なります。初期値から工場出荷設定値にするには、「4.5 BIOS
設定情報の退避／復元」（→ 118ページ）を参照して、設定内容を元の状態に戻して
ください。また、「B.1コンフィグレーションシート」（→ 336ページ）を参照して、
設定内容を確認してください。
初期値に戻す手順は、次のとおりです。

■設定方法

1 メインメニューから、[↑ ][↓ ]キーで Load Default Settingsを選択
して、[Enter]キーを押します。
次のメッセージが表示されます。

Do you want to load default Settings?

2 [→ ][← ]キーで Yesか Noにカーソルを合わせて [Enter]キーを押し
ます。
初期値に戻す場合は、[Yes]を選択します。初期値に戻したくない場合は、[No]
を選択します。

4.3.18 Abort Settings Changeメニュー

Abort Settings Changeメニューでは、BIOSセットアップユーティリティで設定変更
した値を取り消す場合に選択します。
詳細は、次のとおりです。

■設定方法

1 メインメニューから、[↑ ][↓ ]キーで Abort Settings Changeを選択
して、[Enter]キーを押します。
次のメッセージが表示されます。

Do you want to abort settings change?

2 [→ ][← ]キーで [Yes]か [No]にカーソルを合わせて [Enter]キーを
押します。
設定変更を取り消す場合には、[Yes]を選択します。取り消さない場合は、[No]
を選択します。
Mainメニューに戻ります。
4.3 BIOSセットアップユーティリティを使う 101



4.4 SCSI Selectユーティリティを使う

SCSI Selectユーティリティは、以下の場合に行います。

• 本サーバ購入時に設定値を確認する場合

• SCSIコントローラや SCSI装置の設定の変更や確認を行う場合

• SCSIオプションの物理フォーマット、または媒体検査を行う場合

4.4.1 SCSI Selectユーティリティの起動と終了

SCSI Selectユーティリティの起動と終了の方法は以下のとおりです。

SCSI Selectユーティリティを起動する前に、「RAS支援サービ
ス」の起動監視機能 (POST監視 )が「監視しない」に設定され
ていることを確認してください（初期値は「監視しない」です）。
「監視する」に設定したまま、SCSI Select ユーティリティを起
動すると、本サーバが自動的に電源切断や再起動するなど、意
図しない動作をするおそれがあります。
「RAS 支援サービス」の起動監視機能を「監視する」に設定し
て運用している場合は、BIOSセットアップユーティリティ終了
後、再度「RAS 支援サービス」で起動監視機能を「監視する」
に設定してください。
RAS 支援サービスについては、「6.8 RAS 支援サービスについ
て」（→ 255ページ）を参照してください。
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■ SCSI Selectユーティリティの起動方法

SCSI Selectユーティリティの起動方法は、以下のとおりです。

1 サーバ起動時（POST実行中）に、「Press＜ Ctrl＞ +＜ A＞ for
SCSISelect (TM) Utility」と表示されている間に [Ctrl]+[A]キーを押しま
す。
Bus:Device:Channelを選択する画面が起動します。

2 Bus:Device:Channelを選択し、[Enter]キーを押します。

SCSI Selectユーティリティのメインメニューが表示されます。

Bus:Device:Channel 対応する SCSIコネクタ 備考

01:03:A Wide SCSIコネクタ 1 内蔵ハードディスクユニット用

01:03:B Wide SCSIコネクタ 2 内蔵オプション装置用

Adaptec AIC-7899  <SCSISelect(TM)>  Utility vx.xx 

Arrow keys to move cursor, <Enter> to select option, <Esc> to exit (*=default)

You have an AIC-7899
SCSI Controller in your system, Move
the cursor to the Bus:Device:Channel to 
be configured and press <Enter>.

<F5> - Toggle color/monochrome

Bus:Device:Channel
_ 01:03:A
  01:03:B

Adaptec AIC-7899 <SCSISelect(TM)> Utility vx.xx

Arrow keys to move cursor, <Enter> to select option, <Esc> to exit (*=default)

AIC-7899 at Bus:xxh Device:xxh Channel:C

Would you like to configure the host adapter, or run the

SCSI Disk utilities? Select the option and press <Enter>.

Press <F5> to switch between color and monochrome modes.

Options

Configure/View Host Adapter Settings

SCSI Disk Utilities
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3 項目を選択し、[Enter]キーを押します。
選択した項目のメニューが表示されます。

4 各メニューから各設定を行います。

Adaptec AIC-7899 <SCSISelect(TM)> Utility vx.xx

Arrow keys to move cursor, <Enter> to select option, <Esc> to exit (*=default)

AIC-7899 at Bus:xxh Device:xxh Channel:X

Configuration

SCSI Bus Interface Definitions

Host Adapter SCSI ID.....................7
SCSI Parity Checking.....................Enabled
Host Adapter SCSI Termination............Enabled

Additional Options

Boot Device Options......................Press <Enter>
SCSI Device Configuration................Press <Enter>
Advanced Configuration Options...........Press <Enter>

<F6> - Reset to Host Adapter Default

BIOS Information

Interrupt (IRQ) Channel..................11

I/O Port Address.........................8400h

SCSI Termination Level...................1
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■設定値の変更方法

SCSI Selectユーティリティの設定値を変更する方法は以下のとおりです。

1 [↓ ][↑ ]キーを押して、設定を変更したい項目を選択します。
[↓ ][↑ ]キーを押すと、選択項目が上下に動きます。

2 [Enter]キーを押します。
サブメニューがある項目はサブメニューが表示されます。サブメニューがない
項目は設定値が変更されます。

3 サブメニューでも、Mainメニューと同様に操作します。
[↓ ][↑ ]キーを押して変更したい項目を選択し、[Enter]キーを押します。さ
らにサブメニューがある場合は、サブメニューが表示され、サブメニューがな
い場合は、変更項目が表示されます。
変更項目では、[↓ ][↑ ]キーを押して設定値を選択し、[Enter]キーを押しま
す。

4 設定が終わったら、[Esc]キーを押します。
変更した設定を保存するかどうかのメッセージ画面（[Save Changes Mode?]）が
表示されます。保存して初期画面に戻る場合は [Yes]を、保存しないで初期画
面に戻る場合は [No]を選択し、[Enter]キーを押します。

SCSI Selectユーティリティを終了するときは、後述する「■ SCSI Selectユーティリ
ティの終了方法」（→ 106ページ）を参照してください。

■各キーの役割

[↑ ] [↓ ] カーソルを移動します。

[Enter] 項目を選択します。サブメニューがある場合は、サブメニュー
を表示します。

[Esc] 前のメニューに戻ります。

SCSI Selectユーティリティ初期画面では、SCSI Selectユー
ティリティを終了します。

[F5] SCSI Selectユーティリティ初期画面において、表示モードをカ
ラーとモノクロで切り替えます。
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■ SCSI Selectユーティリティの終了方法

SCSI Selectユーティリティの終了方法は以下のとおりです。

1 Mainメニューで、[Esc]キーを押します。
SCSI Selectユーティリティを終了するかどうかのメッセージ画面（[Exit
Utility?]）が表示されます。終了する場合は [Yes]を選択し、[Enter]キーを押し
ます。
SCSI Selectユーティリティが終了します。

2 再起動する旨の通知メッセージ「Please press any key to reboot」が表
示されたら、どれかキーを押します。
システムが再起動します。

ポイントポイントポイントポイント
SCSIカード、およびその SCSIバス上の SCSIデバイスの設定
を行う場合

• SCSIカードのユーティリティについては、各製品の取扱説
明書を参照してください。

• SCSI Selectユーティリティでの設定は、各 SCSIバスに対
して行ってください。
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4.4.2 メニューと項目一覧

SCSI Selectユーティリティには、初期画面のほかに以下のオプション画面がありま
す。

• Configure/View Host Adapter Settingsオプション画面
SCSIバスインタフェースの定義、および追加オプションの設定が行えます。

• SCSI Disk Utilitiesオプション画面
SCSIバス上のすべてのデバイスをスキャンして、SCSI IDごとにリストを表示
します。

以下に、それぞれのメニュー項目を一覧で説明します。各項目の詳細は、次の節以
降を参照してください。
4.4 SCSI Selectユーティリティを使う 107



■ Configure/View Host Adapter Settingsオプション画面

■ SCSI Disk Utilitiesメニュー

項目 説明

SCSI Bus Interface Definitions

Host Adapter SCSI ID ホストコントローラの SCSI IDを設定し
ます。

SCSI Parity Checking データのパリティチェックを行うかどう
かを設定します。

Host Adapter SCSI Termination ホストコントローラの SCSI終端（ター
ミネータ）を設定します。

Additional Options

Boot Device Options OSのブートを試みるハードディスクの
SCSI IDを設定します。

SCSI Device Configuration SCSIバス上の各 SCSIデバイスの詳細
構成情報を設定します。

Advanced Configurations Options SCSI BIOSの各種設定を行います。

項目 説明

Select SCSI Disk and press SCSIバスの全デバイスをスキャンし、
SCSIごとにリストを表示します。
108 第 4章セットアップ



4

セ
ッ
ト
ア
ッ
プ

4.4.3 Mainメニュー

ここでは、Mainメニューについて説明します。
SCSI Selectユーティリティを起動し、変更するバスチャネルを変更すると、最初に
このメニューが表示されます。

[↑ ][↓ ]キーを押して設定を変更したいメニューにカーソルを合わせ、[Enter]
キーを押すと、メニューが表示されます。

Adaptec AIC-7899 <SCSISelect(TM)> Utility vx.xx

Arrow keys to move cursor, <Enter> to select option, <Esc> to exit (*=default)

AIC-7899 at Bus:xxh Device:xxh Channel:C

Would you like to configure the host adapter, or run the

SCSI Disk utilities? Select the option and press <Enter>.

Press <F5> to switch between color and monochrome modes.

Options

Configure/View Host Adapter Settings

SCSI Disk Utilities
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4.4.4 Configure/View Host Adapter Settingsメニューの詳細

ここでは、Configure/View Host Adapter Settingメニューの設定項目の詳細について説
明します。
Configure/View Host Adapter Settingメニューは、SCSIコントローラ全体の設定を行
います。
各メニューの詳細なマークは、次を意味します。マークを以下に示します。
●：項目名
○：項目のサブメニュー
－：設定内容

● Host Adapter SCSI ID（変更禁止）

ホストコントローラの SCSI IDを設定します。

－ 0～ 15
ホストコントローラの SCSI IDを、0～ 15の範囲で設定します。
工場出荷設定値は、7です。

● SCSI Parity Checking（変更禁止）

ホストコントローラは、SCSIバスからデータを読み込むとき、常にデータのパリ
ティチェックを行い、SCSI デバイスからの正しいデータ転送を確認します。本
サーバではサポートする SCSIデバイスはすべてSCSIパリティ機能を使うことが
できますので、初期値は「Enabled」に設定しています。
逆に SCSIパリティをサポートしていない SCSIデバイスを接続する場合は、本設
定を「Disabled」に設定します。

－ Enabled（工場出荷設定値）
ホストコントローラの SCSIパリティチェックを有効にします。

－ Disabled
ホストコントローラの SCSIパリティチェックを無効にします。

Adaptec AIC-7899 <SCSISelect(TM)> Utility vx.xx

Arrow keys to move cursor, <Enter> to select option, <Esc> to exit (*=default)

AIC-7899 at Bus:xxh Device:xxh Channel:X

Configuration

SCSI Bus Interface Definitions

Host Adapter SCSI ID.....................7
SCSI Parity Checking.....................Enabled
Host Adapter SCSI Termination............Enabled

Additional Options

Boot Device Options......................Press <Enter>
SCSI Device Configuration................Press <Enter>
Advanced Configuration Options...........Press <Enter>

<F6> - Reset to Host Adapter Default

BIOS Information

Interrupt (IRQ) Channel..................11

I/O Port Address.........................8400h

SCSI Termination Level...................1
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● Host Adapter SCSI Termination（変更禁止）

ホストコントローラの SCSI終端（ターミネータ）を設定します。

－ Enabled（工場出荷設定値）
ホストコントローラの SCSI終端（ターミネータ）を有効にします。

－ Disabled
ホストコントローラの SCSI終端（ターミネータ）を無効にします。

● Boot Device Options（変更禁止）

○ Boot Channel

OSのブートを試みるハードディスクが接続されているチャネルを設定し
ます。
－ A First（工場出荷設定値）
チャネル A（Wide SCSIコネクタ 1）に接続されているハードディスク
からブートを試みます。

－ B First
チャネル B（Wide SCSIコネクタ 2）に接続されているハードディスク
からブートを試みます。

○ Boot SCSI ID

OSのブートを試みるハードディスクの SCSI IDを設定します。

－ 0～ 15
工場出荷設定値は 0です。

○ Boot LUN Number

OSのブートを試みる LUNナンバーを設定します。

－ 0～ 7
工場出荷設定値は 0です。
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● SCSI Device Configuration（変更禁止）

SCSIバス上の各 SCSIデバイスの詳細構成情報を設定します。
カーソルを合わせて [Enter]キーを押すと、SCSI Device Configurationサブメニュー
が表示されます。

○ Sync Transfer Rate(MB/Sec)

SCSIカードがサポートする最大同期転送速度を設定します。

－ 160.0（工場出荷設定値）

－ ASYN / 10.0 / 13.4 / 16.0 / 20.0 / 26.8 / 32.0 / 40.0 / 53.4 / 80.0

○ Initiate Wide Negotiation

ホストコントローラがWide SCSIデバイスを取り扱う場合に設定します。

－ Yes（工場出荷設定値）
ホストコントローラがWide SCSIデバイスを取り扱います。

－ No
ホストコントローラがWide SCSIデバイスを取り扱いません。

○ Enable Disconnection

ホストコントローラが、SCSIデバイスに対し、SCSIバスからの切断
（ディスコネクション）を許容するかどうかを設定します。
－ Yes（工場出荷設定値）

SCSI デバイスは、SCSI バスからの切断が許可されます。この場合、
SCSI デバイスが SCSI バスから一時的に切断している間に、ホストコ
ントローラがその SCSIバス上で他のオペレーションを実行できます。
ホストコントローラに2台以上のSCSIデバイスを接続する場合に有効
です。

－ No
SCSIデバイスは、SCSIバスからの切断が許されません。

Arrow keys to move cursor, <Enter> to select option, <Esc> to exit (*=default)

SCSI Device Configuration

Sync Transfer Rate(MB/Sec)........160 160 160 160 160 160 160 160

Send Start Unit Command...........yes yes yes yes yes yes yes yes

Initiate Wide Negotiation.........yes yes yes yes yes yes yes yes

SCSI Device ID #0 #1 #2 #3 #4 #5 #6 #7

Options Listed Below Have No EFFECT if the BIOS is Disabled

SCSI Device ID #8 #9 #10 #11 #12 #13 #14 #15

Include in BIOS Scan..............yes yes yes yes yes yes yes yes

Options Listed Below Have No EFFECT if the BIOS is Disabled

BIOS Multiple LUN Support.........no no no no no no no no

Adaptec AIC-7899 <SCSISelect(TM)> Utility vx.xx

Include in BIOS Scan..............yes yes yes yes yes yes yes yes

BIOS Multiple LUN Support.........no no no no no no no no

Enable Disconnection..............yes yes yes yes yes yes yes yes

Enable Write Back Cache...........N/C N/C N/C N/C N/C N/C N/C N/C

Sync Transfer Rate(MB/Sec)........160 160 160 160 160 160 160 160

Send Start Unit Command...........yes yes yes yes yes yes yes yes

Initiate Wide Negotiation.........yes yes yes yes yes yes yes yes
Enable Disconnection..............yes yes yes yes yes yes yes yes

Enable Write Back Cache...........N/C N/C N/C N/C N/C N/C N/C N/C
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○ Send Start Unit Command

ホストコントローラが、SCSIデバイスにスタートユニットコマンド
（SCSIコマンド 1B）を送信するかどうかを設定します。
このオプション設定と SCSIデバイスのハードウェア設定（ジャンパ設定
など）の組み合わせによって、サーバ本体の電源にかかる負荷を軽減す
るため、サーバ起動時にホストコントローラが SCSIデバイスに 1台ずつ
順次電源を投入していくことができます。
この設定は、ホストコントローラの SCSI BIOSが「Enabled」に設定され
ている場合にのみ有効となります。
－ Yes（工場出荷設定値）

SCSIデバイスにスタートユニットコマンドを送信します。

－ No
SCSIデバイスにスタートユニットコマンドを送信しません。

○ Enabled Write Back Cache

SCSIデバイスのライトバックキャッシュを設定します。

－ Yes
ライトバックキャッシュを有効にします。

－ No
ライトバックキャッシュを無効にします。

－ N/C（工場出荷設定値）
ライトバックキャッシュの設定を行いません。

○ BIOS Multiple LUN Support

複数の LUNがある SCSIデバイスをサポートするかどうかを設定します。

－ Yes
サポートします。

－ No（工場出荷設定値）
サポートしません。

○ Include in BIOS Scan

ホストコントローラの SCSIが SCSIデバイスのデバイスドライバ（ソフ
トウェア）を用いずにサポートするかどうかを設定します。
この設定は、ホストコントローラの SCSI BIOSが「Enabled」に設定され
ている場合にのみ有効となります。
SCSIカード（GP5-127）搭載時は、起動ディスクを接続する SCSI IDだ
け「Yes」を設定します。その他は「No」を設定します。

－ Yes（工場出荷設定値）
ホストコントローラのSCSI BIOSは、そのSCSIデバイスを制御します。

－ No
ホストコントローラの SCSI BIOS は、その SCSI デバイスを制御しま
せん。
SCSIデバイスである光磁気ディスク装置を接続している場合、本設定
を「No」に設定することによって本体電源投入後に光磁気ディスク媒
体の有無を確認しないため、起動時間を約 1分間削減できます。
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● Advanced Configuration Options

SCSI BIOSの各種設定を行います。
カーソルを合わせて [Enter]キーを押すと、Advanced Configuration Optionsサブメ
ニューが表示されます。

○ Reset SCSI Bus at IC Initialization（変更禁止）

サーバ起動時に、ホストコントローラが SCSIバスのリセット信号を出す
かどうかを設定します。
－ Enabled（工場出荷設定値）
ホストコントローラの初期化の際に、SCSI BIOSが SCSIバスをリセッ
トし、それから 2秒後に SCSIオプションのスキャンを開始します。

－ Disabled
ホストコントローラの初期化の際に、SCSIバスのリセットを行いませ
ん。

○ Display < Ctrl >< A > Message During BIOS Initialization（変更禁止）

電源投入時に SCSI Selectユーティリティを起動するためのメッセージを
CRT画面上に表示するかどうかを設定します。

－ Enabled（工場出荷設定値）
SCSI Selectユーティリティを起動するためのメッセージをCRT画面上
に表示します。

－ Disabled
SCSI Selectユーティリティを起動するためのメッセージをCRT画面上
に表示しません。

Adaptec AIC-7899 <SCSISelect(TM)> Utility vx.xx

Arrow keys to move cursor, <Enter> to select option, <Esc> to exit (*=default)

AIC-7899 at Bus:xxh Device:xxh Channel:X

Configuration

SCSI Bus Interface Definitions

Host Adapter SCSI ID.....................7
SCSI Parity Checking.....................Enabled
Host Adapter SCSI Termination............Enabled

Additional Options

Boot Device Options......................Press <Enter>
SCSI Device Configuration................Press <Enter>
Advanced Configurations Option...........Press <Enter>

<F6> - Reset to Host Adapter Default

BIOS Information

Interrupt (IRQ) Channel..................09

I/O Port Address.........................8400h

SCSI Termination Level...................1

Host Adapter BIOS..............................................Enabled

Support Removable Disks under BIOS as Fixed Disks..............Disabled

Display <Ctrl><A> Message During BIOS Initialization............Enabled

BIOS Support for Bootable CD-ROM...............................Enabled

BIOS Support for Int13 Extensions..............................Enabled

Reset SCSI Bus at IC Initialization............................Enabled

Advanced Configuration Options

Extended BIOS Translation for DOS Drives > 1Gbyte..............Enabled

Verbose/Silent Mode............................................Verbose

Options Listed Below Have NO EFFECT if the BIOS is Disabled

Domain Validation..............................................Enabled
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○ Extended BIOS Translation for DOS Drive > 1 Gbyte（変更禁止）

1GB(1024MB)より大きい記憶容量をもつ SCSI固定ディスクドライブの
ための拡張トランスレーション機能の有効 /無効を設定します。
この設定は、ホストコントローラの SCSI BIOSが「Enabled」に設定され
ている場合にのみ有効となります。
－ Enabled（工場出荷設定値）

1GB 以上の SCSI 固定ディスクドライブに対しては、255 ヘッド、ト
ラック当たり 63セクタの拡張トランスレーション方式をとり、1GB以
下の SCSI 固定ディスクドライブに対しては、64 ヘッド、トラック当
たり 32セクタの標準トランスレーション方式を採用します。
OSがWindows NT Server 4.0の場合は、「Enabled」に設定します。

－ Disabled
すべての SCSI 固定ディスクドライブに対して、64 ヘッド、トラック
当たり 32セクタの標準トランスレーション方式を採用します。
OSが NetWareの場合は、「Disabled」に設定します。

○ Verbose/Silent Mode（変更禁止）

POST画面に表示されるホストアダプタや SCSIデバイスなどの情報量を
設定します。
－ Verbose（工場出荷設定値）

BIOS初期化時にメッセージを表示します。

－ Silent
BIOS初期化時にメッセージを表示しません。

○ Host Adapter BIOS(Configuration Utility Reserves BIOS Space)

ホストコントローラの SCSI BIOSの有効 /無効を設定します。

－ Enabled（工場出荷設定値）
ホストコントローラに接続されているSCSI固定ディスクドライブから
サーバをブートする場合に設定します。また、本設定を有効にしなけ
れば、SCSI Select ユーティリティ内のいくつかのオプション設定が機
能しません。

－ Disabled
ホストコントローラの SCSI BIOSを無効に設定します。
ブートデバイスが接続されていないカードは、必ず [Disabled] に設定
してください。
「Disabled:not scan」

SCSIカードの POST時に、SCSIデバイスのスキャンを行いません。
「Disabled:scanbus」

SCSIカードの POST時に、SCSIデバイスのスキャンを行います。

○ Domain Validation（変更禁止）

実際にデバイスとデータ転送を行い、転送速度を最適化する Domain
Validationを行うかどうかを設定します。

－ Enabled（工場出荷設定値）
Domain Validationを行います。
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－ Disabled
Domain Validationを行いません。

○ Support Removable Disks Under BIOS as Fixed Disks（変更禁止）

リムーバブル・ディスクユニット（光磁気ディスクユニット）を SCSI
BIOSの下で、SCSI固定ディスクドライブとしてサポートするかどうか
を設定します。
この設定はホストコントローラの SCSI BIOSが「Enabled」に設定されて
いる場合にのみ有効となります。
－ Boot Only
ブートデバイスに指定されたリムーバブル・ディスクユニットのみが、
SCSI固定ディスクドライブとして扱われます。

－ All Disks
SCSI BIOSでサポートしているすべてのリムーバブル・ディスクユニッ
トが、SCSI固定ディスクドライブとして扱われます。

－ Disabled（工場出荷設定値）
リムーバブル・ディスクユニットは、SCSI固定ディスクドライブとし
て扱われません。

○ BIOS Support for Bootable CD-ROM（変更禁止）

CD-ROMからのブートを行うかどうかを設定します。

－ Disabled
CD-ROMからブートを行いません。

－ Enabled（工場出荷設定値）
CD-ROMからブートを行います。

○ BIOS Support for Int 13 Extensions（変更禁止）

1024シリンダより大きい容量のハードディスクをサポートするかどうか
を設定します。
－ Enabled（工場出荷設定値）

1024シリンダより大きい容量のハードディスクをサポートします。

－ Disabled
1024シリンダより大きい容量のハードディスクをサポートしません。
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4.4.5 SCSI Disk Utilitiesメニューの詳細

ここでは、SCSI Disk Utilitiesメニューの設定項目の詳細について説明します。
本ユーティリティでは、SCSIバスの全デバイスをスキャンし、SCSI IDごとにリス
トを表示します。
各メニューの詳細なマークは、次を意味します。マークを以下に示します。
●：項目名
○：項目のサブメニュー
－：設定内容

リスト中のデバイスを選択すると、以下の操作ができます。

● Format Disk

選択したハードディスクに対して、物理フォーマットを行います。

● Verify Media

選択した SCSIデバイスの媒体（メディア）のベリファイ（検査）を行います。不
良ブロックが検出された場合、その割り付けを解除するかどうかプロンプト・
メッセージが表示されます。「Yes」を選択すると、そのブロックは使用されなく
なります。

• 本項目の物理フォーマットは、選択したハードディスクの
全データを消去します。この機能を使う前には必ずバック
アップを取っておいてください。物理フォーマットが開始
されると、中断することはできません。

• 物理フォーマット中にサーバ本体の電源を切ったり、リ
セットなどを行うとハードディスクなどが破損するおそれ
があります。

ヘルプヘルプヘルプヘルプ
媒体のベリファイは、[Esc]キーを押すことでいつでも中断で
きます。

Adaptec AIC-7899 <SCSISelect(TM)> Utility vx.xx

Arrow keys to move cursor, <Enter> to select option, <Esc> to exit (*=default)

AIC-7899 at Bus:xxh Device:XXh Channel:X

Select SCSI Disk and Press <Enter>

SCSI ID #1: No device

SCSI ID #2: No device

SCSI ID #3: No device

SCSI ID #4: No device

SCSI ID #5: No device

SCSI ID #6: SDR, Inc. GEM312 REV01

SCSI ID #7: Adaptec AIC-7899

SCSI ID #8: No device

SCSI ID #9: No device

SCSI ID #10: No device

SCSI ID #11: No device

SCSI ID #12: No device

SCSI ID #13: No device

SCSI ID #14: No device

SCSI ID #15: No device

SCSI ID #0: No device
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4.5 BIOS設定情報の退避／復元

本サーバには、BIOSセットアップユーティリティによって設定された情報の退避、
復元処理を行う BIOS Setup Rescueが添付されています。
BIOS Setup Rescueを利用すると、本サーバの内蔵バッテリの消耗などによって消去
された設定情報を元の状態に復元できます。
BIOS Setup Rescueは、本サーバに添付の「BIOS Environment Support Tools」ディス
クに含まれています。

ここでは、BIOS Setup Rescueを使用するための準備、退避手順、復元手順および注
意事項について説明します。

■ BIOS Setup Rescueを使用するための準備

BIOS Setup Rescueを使用するためには、以下のものを用意してください。

• 本サーバに添付の ServerWizard CD

• 本サーバに添付の「BIOS Environment Support Tools」ディスク

■ BIOS Setup Rescueによる BIOS情報の退避

BIOS情報の退避手順を以下に示します。

次のいずれかの操作を行った場合、必ずBIOS情報の退避を行っ
てください。
• 本サーバを初めて使用する場合

• BIOSセットアップユーティリティによって情報変更を行っ
た場合

• 本サーバのハードウェア構成を変更した場合
具体的には、CPU、メモリ、ベースボードあるいは PCI
カードの増減・変更があった場合です。

BIOSセットアップユーティリティを起動する前に、「RAS支援
サービス」の起動監視機能が「監視しない」に設定されている
ことを確認してください（初期値は「監視しない」です）。
「監視する」に設定したまま、BIOSセットアップユーティリティ
を起動すると、本サーバが自動的に電源切断や再起動するなど、
意図しない動作をするおそれがあります。
「RAS 支援サービス」の起動監視機能を「監視する」に設定し
て運用している場合は、MS-DOS終了後、再度「RAS支援サー
ビス」で起動監視機能を「監視する」に設定してください。
RAS 支援サービスについては、「6.8 RAS 支援サービスについ
て」（→ 255ページ）を参照してください。
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1 電源を投入し、ServerWizard CDをセットします。
電源を投入して、POST中 (RAMモジュールのチェックなどのメッセージが表
示されている間 )に、CD-ROMの取出しボタン (EJECT)を押して、
ServerWizard CDをセットします。
次の画面が表示されます。

2 「2.Basic(BIOS Environment Support Tools)」を選択し、[Enter]キーを
押します。
DOSプロンプトが表示されます。

3 「BIOS EnvironmentSupport Tools」ディスクをフロッピィディスクド
ライブにセットします。
セットしたら、以下のコマンドを入力し、BIOS情報の退避を行います。

A:\>b: [Enter]
B:\>cd bsr [Enter]
B:\BSR>rdconf [Enter]

4 既に退避処理を行ったことがある場合は、以下のメッセージが表示さ
れます。
退避されている情報を更新してもよければ [Y]キーを押してください。ステッ
プ 5に進みます。更新したくない場合は、[N]キーを押してください。この場
合、BIOS情報の退避処理は実行されずにプログラムは終了します。

Do you want to overwrite it ?[y/n]

5 正常に BIOS情報を退避できた場合、以下のメッセージが表示されま
す。
以上で、退避処理は完了ですので、電源切断を行っても構いません。

Normal end. Now, you can turn off the system.

MS-DOS 6.2 Startup Menu
_______________________

1.ServerWizard

2.Basic(BIOS Environment Support Tools)

3.Basic(DACCFG)

4.SMM Utility(Setup/Test)

5.HDD firmware update

6.Product ID Recovery Utility
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■ BIOS Setup Rescueによる BIOS情報の復元

本サーバの内蔵バッテリの消耗などによって、BIOSセットアップユーティリティで
設定した情報が消去された場合、以下の手順で BIOS情報の復元処理を行ってくだ
さい。

1 電源を投入し、ServerWizard CDをセットします。
電源を投入して、POST中 (RAMモジュールのチェックなどのメッセージが表
示されている間 )に、CD-ROMの取出しボタン (EJECT)を押して、
ServerWizard CDをセットします。
次の画面が表示されます。

2 「2.Basic(BIOS Environment Support Tools)」を選択し、[Enter]キーを
押します。
DOSプロンプトが表示されます。

3 「BIOS Environment Support Tools」ディスクをフロッピィディスクド
ライブにセットします。
セットしたら、以下のコマンドを入力し、BIOS情報の復元を行います。

A:\>b: [Enter]
B:\>cd bsr [Enter]
B:\BSR>wtconf [Enter]

• BIOSセットアップユーティリティを起動する前に、「RAS
支援サービス」の起動監視機能が「監視しない」に設定さ
れていることを確認してください（初期値は「監視しない」
です）。
「監視する」に設定したまま、BIOSセットアップユーティ
リティを起動すると、本サーバが自動的に電源切断や再起
動するなど、意図しない動作をするおそれがあります。
「RAS支援サービス」の起動監視機能を「監視する」に設
定して運用している場合は、MS-DOS終了後、再度「RAS
支援サービス」で起動監視機能を「監視する」に設定して
ください。
RAS支援サービスについては、「6.8 RAS支援サービスに
ついて」（→ 255ページ）を参照してください。

• プログラム実行中は電源を切断しないでください。

MS-DOS 6.2 Startup Menu
_______________________

1.ServerWizard

2.Basic(BIOS Environment Support Tools)

3.Basic(DACCFG)

4.SMM Utility(Setup/Test)

5.HDD firmware update

6.Product ID Recovery Utility
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4 正常に BIOS情報を復元できた場合、以下のメッセージが表示されま
す。

Normal end. Please restart the system in order to validate
configuration.

5 BIOSの情報が有効になるのは次回のシステム再起動後になりますの
で、速やかにサーバを再起動してください。
DOSプロンプト (B:\BSR>)が表示されましたら復元処理は完了ですので、電源
切断を行っても構いません。

■注意事項

• BIOS Setup Rescueは、本サーバ専用です。他システムでは絶対に使用しないで
ください。使用した場合、システムを破壊する可能性があります。

• BIOS Setup Rescueは、BIOSセットアップユーティリティによって設定される
情報のみを退避／復元することができます。内蔵 SCSI装置や増設カードの
BIOS情報については退避／復元できません。

• BIOS Setup Rescueは、前述の方法でサーバを起動した状態で実行してくださ
い。他のフロッピィディスクやハードディスクから起動された状態で BIOS
Setup Rescueを実行しないでください。実行した場合、システムを破壊する可
能性があります。

• フロッピィディスクアクセス表示ランプの点灯中に、フロッピィディスクを取
り出さないように注意してください。取り出した場合、フロッピィディスクの
データ破壊だけでなくシステムの状態が不安定となる可能性があります。絶対
に行わないでください。

• BIOS Setup Rescueを実行中に次に示すエラーメッセージが表示される可能性が
あります。表に示す対処に従ってください。なお、次に示すメッセージ以外が
表示された場合は担当保守員に連絡してください。

メッセージ 対処

Write protect error writing drive B.

Abort, Retry, Fail?

セットされたフロッピィディスクがライト
プロテクト状態です。ライトプロテクト状
態を解除した後、[R]キーを押してくださ
い。

Not ready writing drive B.

Abort, Retry, Fail?

フロッピィディスクドライブにフロッピィ
ディスクがセットされていない状態です。
正しいフロッピィディスク（「BIOS Setup
Rescue」ディスク）をセットした後、[R]
キーを押してください。

ERROR:This program doesn‘t run on this
system.

セットされたフロッピィディスクがサポー
トしていないモデルです。正しいフロッ
ピィディスクをセットしてから再度実行し
てください。
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ERROR:Fail to create data file. 以下の原因が考えられます。フロッピィ
ディスクの状態を再確認してください。

－フロッピィディスクがライトプロテクト
状態です。ライトプロテクトを解除してか
ら再度実行してください。

－フロッピィディスクがフロッピィディス
クドライブにセットされていません。正し
いフロッピィディスクをセットしてから再
度実行してください。

－フロッピィディスクの内容が異常です。
再度、「BIOS Setup Rescue」を作成してく
ださい。BIOS情報の復元中に発生した場
合は、BIOSセットアップユーティリティ
にて情報を設定してください。その後、
BIOS情報の退避処理も行ってください。

ERROR:Fail to write 1st CMOS data into
data file. XX

ERROR:Fail to write 2nd CMOS data into
data file. XX

ERROR:Fail to write ESCD data into the
data file. XX

ERROR:Fail to write SEEPROM data into
the data file. XX

ERROR:Fail to open data file. セットされたフロッピィディスク内に
BIOS情報を復元するためのファイルが存
在しません。BIOS情報を退避したフロッ
ピィディスクをセットしてから再度実行し
てください。

ERROR:Fail to write 1st CMOS data into
system. XX

以下の原因が考えられます。フロッピィ
ディスクの状態を再確認してください。

－フロッピィディスクがフロッピィディス
クドライブにセットされていません。正し
いフロッピィディスクをセットしてから再
度実行してください。

－他のモデルまたはサポートしていない版
数の BIOS情報です。正しいフロッピィ
ディスクをセットしてから再度実行してく
ださい。

－フロッピィディスクの内容が異常です。
再度、「BIOS Setup Rescue」を作成してく
ださい。BIOS情報の復元中に発生した場
合は、BIOSセットアップユーティリティ
にて情報を設定してください。その後、
BIOS情報の退避処理も行ってください。

ERROR:Fail to write 2nd CMOS data into
system file. XX

ERROR:Fail to write ESCD data into system
file. XX

ERROR:Fail to write SEEPROM data into
system. XX

その他のメッセージ 担当保守員にご連絡ください。

メッセージ 対処
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